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役を演じているカビの種煩について検討したところ, 稲わら, クローバーいずれの場合も, もっとも分離
頻度の高いのは Fusarium 属のカビでありセルロース分解能をもっていることが明らかになった｡
(2) 中間生成物の検出 : 分解過程で生成する物質のうち, 主として有機酸およびアミンについて検討を
行なった｡ 有機酸としてみとめられたのは酢酸, 酪酸, プロピオン酸が主なものであるが, 好気的分解過
程では湛水下の嫌気的分解過程にくらべて生成は少なく, またクローバーでは稲わらにくらべて有機酸の
生成が多く, 分解初期においてはコ- ク酸の生成がみとめられた. アミンについてはクローバ- の湛水下
の嫌気的分解過程においてプトレシソ, カダベリン, メチルアミン, エチルアミン, プロピルアミン, イ
ソブチルアミンに相当するRf 値を示すニンヒドリン陽性物質および三級アミンの生成がみとめられた｡

















(2) 湛水下の嫌気的分解においては, 初期にタンパク質分解菌数の急激な増加がおこり, 種々のアミン
の生成がみとめられた｡ これにひきつづいてセルロース分解菌数が増加し, それにともなって有機酸生成
量の増加がみとめられた｡
(3) 生成したアミン, 有機酸の中カダベリン, プロピオン酸などは水稲根の生育と養分吸収力を低下さ
せた｡ このような有機物質は植物遺体施用後, 好気期間を設けて湛水すればかなり除去できることが明ら
かにされた｡
以上のように本研究は, 植物遺体の分解過程でおこる作物の生育阻害の原因を, 微生物フロラの変動と
物質生成の関連性のうえから追究したもので, 土壌微生物学, 肥料学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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